
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                  

東
京
つ
く
し
会
評
議
員
会
報
告 

都
連
副
会
長 

 

轡
田 

英
夫 

東
京
つ
く
し
会
２
０
２
４
年
度
評
議
員

会
が
左
記
の
要
領
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

日
時
：
６
月
21
日
（
金
）
10
時
～
12
時 

場
所
：
調
布
市
文
化
会
館
た
づ
く
り 

８
階
映
像
シ
ア
タ
ー 

眞
壁
会
長
の
挨
拶
、「
つ
く
し
ん
ぼ
」
斉
唱

の
の
ち
、
来
賓
の
方
々
の
挨
拶
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

●
都
議
会
関
係 

・
自
由
民
主
党 

林
あ
き

ひ
ろ
様 
・
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会 

内
山 

慎
吾
様 

・
公
明
党 

斉
藤
や
す
ひ
ろ
様  

・
日
本
共
産
党 
里
吉
ゆ
み
様 

・
立
憲
民

主
党 

関
口
健
太
郎
様 

・
ミ
ラ
イ
会
議 

も
り
愛
様 

・
グ
リ
ー
ン
な
東
京 

漢
人
あ

き
こ
様 

 

●
東
京
都 

福
祉
局
障
害
者
施

策
推
進
部 

精
神
保
健
医
療
課
長 
橋
本
康

昭
様 

●
団
体 

全
国
精
神
保
健
福
祉
会

連
合
会 

事
務
局
長 

小
幡
恭
弘
様 

東
京

都
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会 

渡
辺
理
津
子
様 

 

続
い
て
議
長
選
出
に
は
、
青
梅
の
ほ
っ

と
・
ス
マ
イ
ル
の
中
住
孝
典
氏
を
選
出
し
、

定
足
数
の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
加
盟
４７

団
体
の
う
ち
、
３９
団
体
の
出
席
と
、
評
議

員
５８
名
の
う
ち
４９
名
の
出
席
と
委
任
状

９
名 

計
５８
名
の
出
席
を
み
て
評
議
員
会

は
成
立
し
ま
し
た
。 

【
第
一
号
議
案
】
事
業
・
活
動
報
告 

 

「
滝
山
病
院
事
件
」
に
対
し
、
声
明
文

の
発
表
、
都
に
「
滝
山
病
院
事
件
に
関
す

る
緊
急
要
望
書
」
を
提
出
し
、
懇
談
を
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
都
議
会
に
「
医
療
機

関
に
お
け
る
精
神
障
害
者
へ
の
虐
待
を
な

く
し
適
正
な
医
療
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
可
能

と
す
る
陳
情
」
を
提
出
し
、
１０
月
の
都
議

会
本
会
議
に
お
い
て
全
会
派
一
致
で
趣
旨

採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
滝
山
病
院
の

虐
待
防
止
委
員
会
に
植
松
副
会
長
に
就
任

し
て
も
ら
い
病
院
の
改
善
に
尽
力
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
財
政
面
で
は
、
慢
性
的
な

赤
字
財
政
解
消
の
た
め
、
事
務
局
員
２
名

か
ら
１
名
体
制
に
し
ま
し
た
。
講
演
会
と

し
て
は
、
上
半
期
で
は
古
屋
龍
太
氏
に
よ

る
「
長
期
入
院
の
精
神
障
害
者
の
地
域
移

行
支
援
を
考
え
る
」、
下
半
期
で
は
、
藤
井

克
徳
氏
の
「
共
に
生
き
る
社
会
の
実
現
に

向
け
て
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
今

年
度
の
新
規
事
業
と
し
て
、
都
主
催
の
「
障

害
及
び
障
害
者
理
解
研
修
」
と
い
う
３
回

に
わ
た
る
オ
ン
ラ
イ
ン
研
修
会
に
主
体
的

に
協
力
し
ま
し
た
。 

 
[

家
族
会
活
性
化
事
業]

 

①
精
神
科
病

院
家
族
会
交
流
会 
②
２
度
に
わ
た
る
２３

区
と
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
の
実
施 

③
１７

単
会
へ
の
理
事
の
訪
問
。 

 
[

相
談
事
業]

２３
区
、
多
摩
ブ
ロ
ッ
ク
と

も
、
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
協
議
会
理
事
の
西
村

由
紀
氏
に
よ
る
家
族
相
談
員
養
成
講
座
、

及
び
大
下
隆
司
氏
に
よ
る
家
族
相
談
員
養

成
研
修
「
精
神
疾
患
と
の
つ
き
あ
い
方
」

を
実
施
。
理
事
に
よ
る
電
話
相
談
の
実
施 

【
第
二
号
議
案
】
決
算
報
告 

①
収
入
の

部 

団
体
の
会
費
収
入
の
減
と
寄
付
金
の

増
に
よ
っ
て
、
予
算
額
を
上
回
り
ま
し
た
。

②
支
出
の
部 

・
事
務
職
員
１
名
減
に
よ

る
人
件
費
削
減
等
に
よ
り
支
出
が
抑
制
さ

れ
財
務
体
質
が
改
善
し
ま
し
た
。 

【
第
三
号
議
案
】
事
業
・
活
動
計
画
・
交

通
費
割
引
制
度
の
改
善
要
求 

・
精
神
保
健

福
祉
法
に
よ
る
強
制
入
院
の
廃
止 

・
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
事
業
の
充
実
・
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
の
問
題
点
の
解
決
及
び
職
員
の
資
質
の

向
上
を
求
め
る
等
の
活
動
を
予
定
。 

【
第
四
号
議
案
】
予
算
案 

①
収
入
の
部 

団
体
会
費
の
減
収
と
寄
付
金
の
減
収
に
よ

る
収
入
減
。
②
支
出
の
部 

・
人
件
費
の
削

減
で
昨
年
度
に
続
き
次
年
度
繰
越
金
を
計

上
。 

【
第
五
号
議
案
】
役
員
体
制 

[

会
長]

 

眞
壁
博
美 

[

副
会
長]

 

植
松
和

光 

本
田
道
子 

轡
田
英
夫 

[

理
事]

 

安
藤

万
寿
代(

会
計
担
当)

 

中
住
孝
典 

大
山
竹

彦 

江
頭
由
香 

寺
澤
元
一 

[

理
事
補
佐] 

池
田
正 

小
澤
輝
江 

前
山
栄
江 

[

監
事]

告
野
恵
子 

鳥
山
克
宏 

[

相
談
役]

 

羽
藤

邦
利 

野
村
忠
良 

[

事
務
局]

西
谷
英
理 

令和６年７月号 
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東
京
都
精
神
保
健
福
祉
相
談
事
業
講
演
会 

 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
理
事 

 

寺
澤 

元
一 

「
精
神
障
が
い
の
当
事
者
が
事
件
を
起
こ
し
て

し
ま
っ
た
ら
、
被
害
者
へ
の
損
害
賠
償
は
家
族
が
負

担
す
る
の
か
？
」
と
い
う
ご
相
談
が
と
き
ど
き
家
族

会
に
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
六
月
二
一
日
午
後
、
東
京
つ

く
し
会
は
、
立
川
ア
ジ
ー
ル
法
律
事
務
所
の
弁
護
士 

奥
田
真
帆
先
生
を
講
演
会
に
お
招
き
し
、
法
律
的
な

説
明
を
お
願
い
し
ま
し
た(
於
調
布
市
文
化
セ
ン
タ

ー)

。
以
下
は
、
先
生
の
お
話
の
要
約
で
す
。 

 

精
神
障
害
の
当
事
者
が
他
人
に
損
害
を
与
え
る

事
件
が
起
こ
っ
た
場
合
、
そ
の
損
害
賠
償
の
責
任

は
誰
が
負
う
の
か
、
家
族
と
し
て
気
が
か
り
で
す
。

法
律
で
は
、
当
事
者
が
精
神
障
害
の
た
め
、
善
悪

の
判
断
や
自
分
の
行
為
の
結
果
を
予
想
で
き
る
能

力
が
な
い
場
合
、「
責
任
無
能
力
者
」
と
し
て
、
刑

事
や
賠
償
の
責
任
が
ま
ぬ
が
れ
ま
す
。 

で
は
、
当
事
者
の
親
や
家
族
の
賠
償
責
任
に
つ

い
て
は
ど
う
か
？ 

未
成
年
の
子
が
他
人
に
損
害

を
与
え
た
場
合
、
そ
の
親
や
未
成
年
後
見
人
等
は
、

「
法
定
の
監
督
義
務
者
」
と
し
て
損
害
賠
償
の
責

任
を
負
い
ま
す
（
民
法
七
一
四
条
前
段
）。 

一
方
、
成
年
に
達
し
た
当
事
者
の
親
や
家
族
に

つ
い
て
は
、「
法
定
の
監
督
義
務
者
」
に
当
た
る
の

か
明
示
し
た
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過
去
、
こ
の

点
を
争
う
事
件
と
裁
判
が
あ
り
ま
し
た
。
結
論
を

い
え
ば
、
そ
の
事
件
の
最
高
裁
の
判
断
は
、
成
年

に
達
し
た
当
事
者
の
家
族
は
直
ち
に
「
法
定
の
監

督
義
務
者
」
に
は
当
た
ら
な
い
。
し
か
し
、
一
定

の
判
断
基
準
（
当
事
者
と
親
族
と
の
関
係
の
有

無
・
濃
淡
、
当
事
者
の
問
題
行
動
の
有
無
・
内
容
、

こ
れ
に
対
す
る
監
護
や
介
護
の
実
態
な
ど
）
を
総

合
的
に
考
慮
し
て
、
家
族
が
当
事
者
を
現
に
監
督
、

ま
た
は
監
督
す
る
こ
と
が
可
能
・
容
易
で
あ
る
と

客
観
的
に
認
め
ら
れ
れ
ば
、「
法
定
の
監
督
義
務
者

に
準
ず
べ
き
者
」
と
み
な
し
、
賠
償
責
任
を
負
う

と
解
釈
し
た
の
で
す
。
こ
の
解
釈
を
受
け
た
以
後

の
当
事
者
に
よ
る
損
害
の
賠
償
に
関
す
る
個
々
の

裁
判
で
は
、
親
の
賠
償
責
任
を
認
め
る
判
決
と
否

定
す
る
判
決
の
両
方
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
民
法
七
一
四
条
後

段
の
た
だ
し
書
き
で
す
。
そ
こ
に
は
「
法
定
の
監

督
義
務
者
」
が
監
督
の
義
務
を
怠
ら
な
か
っ
た
場

合
に
は
、
賠
償
責
任
か
ら
免
れ
得
る
と
の
趣
旨
の

規
定
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
踏
ま
え
、
親
や
家
族

が
「
法
定
の
監
督
義
務
者
に
準
ず
べ
き
者
」
と
み

な
さ
れ
て
も
、
監
督
義
務
を
怠
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

賠
償
責
任
か
ら
免
れ
得
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

で
は
、
具
体
的
に
ど
こ
ま
で
努
力
す
れ
ば
、
監

督
義
務
を
果
た
し
た
と
い
え
る
の
か
？ 

そ
れ
は
、

他
害
行
為
等
を
物
理
的
に
阻
止
す
る
こ
と
ま
で
求

め
る
も
の
で
は
な
く
、
普
段
か
ら
通
院
や
服
薬
を

促
し
、
日
常
的
な
生
活
指
導
や
助
言
な
ど
を
行
う

こ
と
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
市
区
町
村
、
保
健

所
、
医
療
機
関
、
デ
イ
ケ
ア
、
当
事
者
会
、
家
族

会
等
と
つ
な
が
っ
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
た

と
え
当
事
者
が
そ
れ
ら
を
拒
否
し
て
も
、
家
族
と

し
て
監
督
努
力
を
怠
ら
な
か
っ
た
証
拠
と
し
て
、

こ
れ
ら
機
関
と
の
相
談
記
録
（
日
記
等
）
を
残
し

て
お
く
こ
と
が
裁
判
の
備
え
に
な
り
ま
す
。 

そ
れ
で
も
、
賠
償
責
任
の
リ
ス
ク
を
完
全
に
は

排
除
で
き
な
い
の
で
、
民
間
の
個
人
賠
償
責
任
保

険
に
加
入
す
る
こ
と
も
備
え
に
な
り
ま
す
。
保
険

料
は
、
認
知
症
で
は
多
く
の
自
治
体
が
公
費
補
助

し
て
い
ま
す
が
、
精
神
障
害
で
は
未
だ
導
入
し
て

い
ま
せ
ん
。
家
族
会
が
国
な
ど
に
要
請
行
動
等
を

起
こ
す
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
家
族
に
賠
償
責

任
を
負
わ
せ
る
こ
と
は
、
当
事
者
を
病
院
に
閉
じ

込
め
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。
家
族
に
賠
償
責
任

を
負
わ
せ
て
も
、
賠
償
を
十
分
に
行
え
な
け
れ
ば
、

被
害
者
の
救
済
に
な
り
ま
せ
ん
。
結
局
、
社
会
が

当
事
者
の
地
域
生
活
を
推
進
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
コ
ス
ト
は
社
会
全
体
で
負
う
べ
き
で
し
ょ
う
。 

 

以
上
の
お
話
か
ら
、
家
族
会
は
相
談
実
績
を
残
す

た
め
に
も
必
要
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。
一
方
、
当
事

者
に
通
院
・
服
薬
を
促
す
努
力
が
必
要
だ
と
い
っ
て

も
、
ガ
ミ
ガ
ミ
い
う
と
逆
効
果
で
す
。
そ
の
意
味
で

も
、
家
族
会
で
学
ぶ
家
族
Ｓ
Ｓ
Ｔ
は
大
事
で
す
。
奥

田
先
生
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２ 



２
０
２
４
年
度 

府
中
梅
の
木
会
総
会
に
出
席
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
副
会
長 

植
松 

和
光 

 

コ
ロ
ナ
禍
で
し
た
の
で
、
久
し
ぶ
り
の
府
中
梅

の
木
会
へ
の
訪
問
で
し
た
。
当
日
は
、
令
和
６
年

度
の
総
会
と
い
う
こ
と
で
来
賓
と
し
て
府
中
市
議

会
か
ら
手
塚
議
長
を
始
め
３
名
の
議
員
が
参
加
、

府
中
市
か
ら
は
障
害
福
祉
課
長
と
課
長
補
佐
の
方

が
参
加
さ
れ
ご
挨
拶
を
さ
れ
ま
し
た
。
私
も
、
東

京
つ
く
し
会
の
現
状
や
滝
山
病
院
の
こ
と
に
つ
い

て
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

総
会
の
活
動
報
告
で
は
、
相
談
事
業
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
相
談
事
業
は
毎
週
月
曜
日
に
行
い
年

間
５３
名
の
方
が
相
談
に
訪
れ
延
べ
２
１
５
件
の
実

績
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。
相
談
事
業
と
共
に
、
家

族
会
が
力
を
入
れ
て
い
る
事
業
で
「
い
こ
い
の
部

屋
事
業
」
が
あ
り
、
こ
れ
は
毎
週
土
曜
日
の
午
後

行
っ
て
い
る
そ
う
で
、
参
加
さ
れ
て
い
る
の
は
当

事
者
が
中
心
。
ス
タ
ッ
フ
は
５
名
で
ロ
ー
テ
ー
シ

ョ
ン
を
組
み
運
営
し
て
い
る
と
の
こ
と
。
ま
た
、

シ
ェ
ル
タ
ー
事
業
で
は
３
人
で
合
計
２７
泊
の
利
用

が
あ
り
、
利
用
さ
れ
た
方
は
こ
の
場
所
が
あ
っ
て

良
か
っ
た
、
と
て
も
助
か
り
ま
し
た
と
の
こ
と
で

し
た
。
ま
た
、
話
す
会
と
い
う
家
族
交
流
会
が
毎

月
第
３
日
曜
日
開
催
、
こ
れ
に
は
年
間
７８
名
の
会

員
が
参
加
、
日
頃
の
思
い
を
家
族
同
士
で
話
せ
る

場
と
し
て
、
参
加
者
か
ら
評
判
が
い
い
そ
う
で
す
。

会
報
発
行
事
業
で
は
、
年
間
４
回
発
行
、
会
員
、

関
係
機
関
な
ど
２
０
０
件
に
配
布
し
て
い
て
情
報

発
信
を
し
て
い
る
と
の
こ
と
。 

長
い
歴
史
を
も
つ
府
中
梅
の
木
会
で
す
が
マ
ン

ネ
リ
化
せ
ず
、
７
名
の
役
員
の
方
が
し
っ
か
り
ス

ク
ラ
ム
を
組
み
、
い
つ
も
家
族
の
こ
と
、
当
事
者

の
こ
と
を
考
え
た
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と
が
本

当
に
良
く
わ
か
り
ま
し
た
。
皆
様
の
活
動
に
対
し

有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
役
員
の
野
村
会
長

を
始
め
７
名
の
皆
様
こ
れ
か
ら
も
体
調
に
留
意
さ

れ
ご
活
躍
下
さ
い
。 

 

 

訪
問
し
ま
し
た 

「
む
さ
し
の
会
」 

 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
副
会
長 

本
田 

道
子 

 
初
夏
の
さ
わ
や
か
な
風
、
と
い
い
た
い
と
こ
ろ

の
6
月
15
日
、
真
夏
の
よ
う
な
陽
ざ
し
の
中
、
西

武
線
萩
山
の
駅
に
降
り
立
ち
ま
し
た
。 

「
む
さ
し
の
会
」
の
正
式
な
名
称
は
「
国
立
精
神
・

神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院
家
族
会 

む
さ
し

の
会
」
通
称
「
セ
ン
タ
ー
病
院
」
の
家
族
会
で
す
。 

今
回
は
25
周
年
を
迎
え
て
の
総
会
と
い
う
こ
と
で

お
祝
い
で
す
。 

こ
こ
数
年
の
コ
ロ
ナ
騒
動
の
中
、
病
院
家
族
会
の

皆
様
は
病
院
だ
か
ら
こ
そ
、
の
制
約
の
中
で
思
う

よ
う
な
活
動
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

実
際
に
休
会
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
態
も
続
い
て
い

た
よ
う
で
す
。
そ
の
中
で
の
２５
周
年
は
価
値
の
あ

る
25
年
間
。 

長
い
間
が
ん
ば
っ
て
お
ら
れ
る
会
長
の
住
本
さ

ん
は
現
在
「
腰
か
ら
上
は
と
っ
て
も
元
気
、
特
に

お
口
は
」
な
の
で
す
が
「
腰
か
ら
下
が
思
う
よ
う

に
は
動
け
な
い
の
よ
」
な
の
で
、
今
回
は
ご
自
宅

で
。
そ
の
代
わ
り
の
皆
様
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
よ

い
こ
と
。 

地
域
の
支
援
者
の
方
の
参
加
も
あ
り
25
周
年
の
総

会
は
つ
つ
が
な
く
終
了
。
そ
の
中
で
「
地
域
と
の

つ
な
が
り
の
少
な
さ
」
が
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
は
「
む
さ
し
の
会
」
と
し
て
の
「
特
徴
的
」

な
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
国
立
の
セ
ン
タ
ー
病

院
と
し
て
全
国
か
ら
の
患
者
さ
ん
を
相
手
に
せ
ざ

る
を
え
な
い
実
情
の
中
で
無
理
の
な
い
こ
と
、
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。 

 

後
半
は
記
念
講
演
会
と
し
て
セ
ン
タ
ー
理
事
長

で
も
あ
り
病
院
院
長
の
中
込
和
幸
氏
に
よ
り
「
精

神
疾
患
レ
ジ
ス
ト
リ
っ
て
何
？
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
の
講
演
で
し
た
。
長
年
セ
ン
タ
ー
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
研
究
な
の
で
す
が
、
私
の
感
想
と
し

て
は
「
大
脳
の
中
の
こ
と
は
ま
だ
ま
だ
わ
か
ら
な

い
」 

だ
け
ど
研
究
は
続
け
ら
れ
て
い
る
、
希
望
は
あ
る
、

と
い
う
こ
と
。
広
い
敷
地
の
緑
の
中
、
ゆ
っ
た
り

と
歩
き
な
が
ら
「
希
望
」
と
つ
ぶ
や
く
私
で
し
た
。

３ 



                      

☆  

講 

演 

会 

の 

お 

知 

ら 

せ 

☆ 

○
オ
ー
プ
ン
ダ
イ
ア
ロ
ー
グ
を
体
験
し
よ
う 

日
時 

８
月
３
日
（
水
）
午
後
一
時
半
～
四
時 

講
師 

森
川
す
い
め
い
先
生 

 
 

 

（
精
神
科
医
・
鍼
灸
師
） 

会
場 

荏
原
第
５
地
域
区
民
集
会
所 

 
 

 
 
 

 
 
 

 

第
一
集
会
室 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

主
催 

品
川
区
か
も
め
会 

要
予
約 

 
 

 
 

  
 

☎09
0
-
6
1
90-

6
1
8
6
 

庄
田 

 

○
統
合
失
調
症
の
養
生
の
仕
方 

日
時 

８
月
18
日
（
日
）
午
後
二
時
～
四
時 

講
師 

東
京
都
医
学
総
合
研
究
所
副
所
長 

 
 

 

精
神
科
医 

糸
川 

昌
成
先
生 

会
場 

く
に
た
ち
福
祉
会
館
４
階
大
ホ
ー
ル 

主
催 

シ
ュ
ロ
の
会 

申
込
要 

１
０
０
名 

問
合
せ
先 

☎0
8
0-
1
2
1
1
-68

9
8
 

植
松 

 

 

○
精
神
疾
患
に
向
き
合
い 

 
 

 

家
族
が
心
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
よ
う
に 

日
時 

９
月
８
日
（
日
）
午
後
２
時
～
４
時
半 

講
師 

社
会
福
祉
学
博
士 
東
洋
大
学
教
授 

 
 

 
 

稲
沢 

公
一
先
生 

会
場 

市
民
会
館
「
萌
え
木
ホ
ー
ル
」 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 

 

申
込
不
要 

主
催 

小
金
井
市
あ
じ
さ
い
会 

 
 

 
 
 

 
 

☎ 
0
4
2
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8
-
3
7
2
9 

「
み
ん
な
ね
っ
と
」
五
月
号
に
知
り
た
い
ⅰ
聴
き

た
い
ⅰ
こ
ん
な
と
り
く
み
の
コ
ー
ナ
ー
で
「
東
京

さ
つ
き
ホ
ス
ピ
タ
ル
と
創
造
農
園
」
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
創
造
農
園
で
始
め
た
カ
フ
ェ
「
空

と
大
地
と
」
に
Ⅿ
君
が
働
い
て
い
ま
す
。
Ⅿ
君
は

狛
江
さ
つ
き
会
の
家
族
相
談(

毎
月
第
四
火
曜
日) 

に
ふ
ら
り
と
来
て
、
１
時
間
30
分
タ
ッ
プ
リ
と
お

話
を
し
て
帰
ら
れ
ま
す
。
が
、
働
く
曜
日
が
変
わ

り
最
近
は
こ
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、

事
あ
る
ご
と
に
フ
ア
ッ
ク
ス
で
近
況
報
告
の
お
手

紙
が
送
ら
れ
て
、
８
年
と
な
り
ま
し
た
。
年
賀
状

や
暑
中
見
舞
い
の
手
紙
も
頂
き
、
現
在
も
続
い
て

お
り
ま
す
。
時
々
、
彼
の
カ
フ
ェ
へ
行
き
、
美
味

し
い
食
事
を
頂
き
な
が
ら
、
彼
の
お
仕
事
を
拝
見

い
た
し
、
Ⅿ
君
と
お
話
を
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

こ
の
様
な
出
逢
い
の
キ
ッ
カ
ケ
で
、
継
続
出
来
る

こ
と
は
大
変
嬉
し
い
で
す
。
７
月
に
な
っ
て
も

様
々
の
彩
り
の
紫
陽
花(

ア
ジ
サ
イ
科
・
落
葉
低

木)

の
花
が
美
し
く
咲
い
て
い
ま
す
。
紫
陽
花
の
花

は
「
七
色
変
化
花
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

種
類
が
多
く
「
ガ
ク
ア
ジ
サ
イ
」「
タ
マ
ア
ジ
サ
イ
」

「
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
」
等
々
あ
り
ま
す
。
花
言
葉
は

「
青
＝
辛
抱
強
い
」「
ピ
ン
ク
＝
元
気
な
女
性
」「
白

＝
寛
容
」
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
道
沿
い
に
咲

く
紫
陽
花
の
花
を
見
る
た
び
に
、
何
時
ま
で
も
寛

容
で
元
気
で
あ
り
た
い
と
願
う
こ
の
頃
で
す
。 
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このコ－ナ－は、家族会間やつくし会との情報交流の場です。より良い家族会活動のために役立つ場にしたいと 

思っています。載せたい情報を毎月 20 日までに、つくし会事務所にメ－ル（tsukushikai＠chorus.ocn.ne.jp）または 

FAX（042-453-7534）までお寄せください。 

【情報提供】 中部総合精神保健福祉センターが「精神障碍者のための宿泊事業」を実施 

●短期宿泊事業 利用対象者：アウトリーチ支援事業対象者 

          ・主治医がいる場合：主治医の了解が必要。・保健所等の関係行政機関の依頼・推薦が必要。    

利用期間：６週間以内。 利用料：無料 食事：お弁当のあっせんサービス有。実費負担。 

●一時入所事業 利用対象者：医療機関に通院していて主治医の了解が必要。 

            利用料：無料。 利用期間：14 日以内。 食事：お弁当のあっせんサービス有。 

  近くにコンビニ有り。 洗濯機や電子レンジ等有。 

問合せ先 中部総合精神保健福祉センター・地域支援課 TEL03-3302-7742  
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